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 論文審査の結果の要旨
 この論文は196Ptなどの,変形核から球形核への遷移領域の原子核について(p,t)反応の'
 角分布を測定し,基底状態バンドの2+準位への角分布の異常性をCCBA理論で解析して,その
 反応機構を解明したものである。
 実験は,18805,194Pt,196Pt,200Hg.202Hgの5つの核をターゲットとして,東大
 原子核研究所のFMサイクロト・ンからの52麗eV陽子で衝撃し,放出される陽子と三重陽子を,
 電磁石による運動量分析と計数管によるエネルギー分析を併用して粒子選別とスペクトル測定を行
 い,6。～70。間の角度分布を求めた。えられた実験結果は,成生核の基底状態とそのバンドの
 4+準位への角分布は直接過程のDWBAでよく説明することン){できるが,2+準位への角分布は,
 前方で急に立上り,30。と50。附近で鋭いピークを示してDW欝A理論とは一致しない。
 それで著者は間接過程も考慮したCCBA計算を試みた。そのために断熱近似にもとづいた核の
 波動関数を仮定し・基底状態としてNiI離on模型に対相互作用をとり入れた思CSの波動関数を
 用いた。変形パラ.《一夕ーとしては陽子またはα粒子の非弾性散乱の実験から得られた値をとった。
 反応機構としては直接過程の外に,標的核側で非弾性散乱がおこった後,核子移動を行う過程と,
 核子移行がおこった後,残留核側で非弾性散乱を行う2つの間接過程を考慮した。計算結果は,間
 接過程が直接過程よりも約100倍大きくなり,一且つ両過程の干渉は,tg6Pt(p,t)反応で
 destructive,1880s(p,t),200,202Hg(p,t)反応ではconstructiveであり,
 実験でえられた角分布をきわめてよく再現することが判明した。また反応断面積も200Hgを除い
 てよく再現することができた。200Hgでは実験断面積は理論値より約4倍大きくなるが,これは
 この核でNilsson模型がなりたたないためかも知れない。
 以上本論文は,遷移領域核の2+準位への(p,t)反応を測定した結果,典型的な変形核の2+
 準位の場合と同様に,通常のDWBA理論では説明することができず,間接過程を考慮したCCB
 A理論で始めて説明できることを示した。
 本論文は著者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有していることを示し
 ており.よって関根信雄提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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